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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の構成要件（Ａ01）～（Ａ08），（Ａ08ａ），（Ａ08ｂ）を備えた画像形成装置、
（Ａ01）回転移動するトナー像担持体の表面にトナー像を形成するトナー像形成装置、
（Ａ02）前記トナー像担持体表面のトナー像をシート搬送装置により搬送される記録シー
ト上に転写する転写装置、
（Ａ03）互いに圧接しながら回転し且つ圧接領域により形成される定着領域を通過する前
記記録シート上の未定着トナー像を定着する加熱回転部材および加圧回転部材を有する定
着用回転部材と、前記加熱回転部材の内部に配置されたヒータとを有する定着装置、
（Ａ04）前記ヒータを駆動するヒータ駆動回路、
（Ａ05）前記記録シートが通過する通紙領域の外側の非通紙領域に配置され、前記定着領
域を通って回転する加熱回転部材の表面温度を検出する定着領域温度センサ、
（Ａ06）前記定着領域温度センサの検出温度に基づいて前記ヒータ駆動回路を駆動して前
記定着領域の温度を制御するヒータ制御手段、
（Ａ07）記録シートの厚さや材質に関する記録シートの種類に対応して設定された連続記
録画像数を記憶する連続記録画像数設定値記憶手段、
（Ａ08）画像記録動作であるジョブの連続実行中に、前記設定された連続記録画像数の画
像記録を定着用回転部材の空回転を実行することなく連続実行した場合に、ジョブを中断
して定着用回転部材の空回転を実行するジョブ中断空回転実行手段、
（Ａ08ａ）電力消費量を節約するために前記定着領域の温度を低い値に設定された省エネ
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時制御温度に保持する省エネ時から前記ジョブが開始される場合に、前記定着領域の温度
が、前記記録シートの種類に対応して設定された省エネ時からのジョブ開始時空回転開始
温度に上昇してから、ジョブ開始までの間に、前記記録シートの種類に対応して設定され
た省エネ時からのジョブ開始時空回転期間だけ、前記定着用回転部材の空回転を実行する
省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段、
（Ａ08ｂ）前記定着領域の温度を前記省エネ時制御温度より高い値に設定された待機時制
御温度に保持するジョブの開始待ちの待機時から前記ジョブが開始される場合に、前記定
着領域の温度が、前記記録シートの種類に対応して設定された待機時からのジョブ開始時
空回転開始温度に上昇してから、ジョブ開始までの間に、前記記録シートの種類に対応し
て設定され且つ前記省エネ時からのジョブ開始時空回転期間より短く設定された待機時か
らのジョブ開始時空回転期間だけ、前記定着用回転部材の空回転を実行する待機時からの
ジョブ開始時空回転実行手段。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、回転移動するトナー像担持体表面に形成されたトナー像をシート搬送装置によ
り搬送される記録シート上に転写し、前記記録シート上のトナー像を定着する定着装置を
備えた画像形成装置に関し、特に、互いに圧接しながら回転し且つ圧接領域により形成さ
れる定着領域を通過する記録シート上の未定着トナー像を定着する加熱回転部材および加
圧回転部材と前記加熱回転部材の内部に配置されたヒータとを有する定着装置を備えた画
像形成装置に関する。
前記本発明の画像形成装置は、電子写真複写機、ＦＡＸ（ファクシミリ）、レーザービー
ムプリンター等として使用される。
【０００２】
【従来の技術】
前記画像形成装置において、定着領域の通紙領域（記録シートが通過する領域）を通って
回転する加熱回転部材表面に定着領域温度センサを接触させて前記定着領域の温度を検出
し、その検出温度により定着領域の温度制御を行う画像形成装置が知られている。このよ
うな画像形成装置では通紙領域の温度を適切な定着温度に制御することが可能である。し
かしながら、前記定着領域温度センサが接触する加熱回転部材表面は前記定着領域温度セ
ンサとの接触により傷が付いたり、また、加熱回転部材表面の付着トナーが定着領域温度
センサに付着して堆積し、その堆積したトナーが加熱回転部材表面により記録シートに搬
送されて、記録シート表面を汚したりするという問題点がある。
【０００３】
前記問題点を解決するためには非接触型の定着領域温度センサを使用すればよいが、その
場合、定着領域温度センサに高価なものを使用しなければならないので、画像形成装置の
コストアップになる。
そこで従来、前記通紙領域の記録シート幅方向外側の領域（非通紙領域）を通過する加熱
回転部材表面に接触してその表面温度を検出して、その検出温度により、前記定着領域の
温度制御をする画像形成装置が知られている。
【０００４】
前記非通紙領域を通過する加熱回転部材の表面温度を検出して定着領域の温度制御を行う
ような画像形成装置では、厚紙を連続走行させてプリント（画像記録）を実行すると、定
着領域温度センサの検出温度（非通紙領域の温度）を適切な値に制御しても、通紙領域の
温度は厚紙の連続走行により低下し、定着温度が適切な温度以下となってしまう。これを
回避するために厚紙用に定着温度を高く設定する方法があるが、機械本体内の温度上昇に
よる現像剤のブロッキング（凝固）、安全上の制限等により限界がある。
【０００５】
また従来、次の技術が知られている。
（実開昭６３－１３３５４２号公報記載の技術）
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この公報には記録シートの種類に応じて圧力を調整する手段が記載されている。しかしな
がらこの技術では、圧力アップにより画像ディフェクト（画像欠陥）、紙しわ等が発生し
易くなる。また、ウォーミングアップ時間を短くするためには加熱回転部材の肉厚は薄く
する必要があるが、肉厚を薄くすると加熱ロール曲げ応力等の点から圧力アップが制限さ
れる。
【０００６】
また、従来次の技術が知られている。
（特開昭６４－３５５８４号公報記載の技術）
この公報には、画像形成動作の間隔を広げる、所謂、間引き走行により定着性の向上を図
る技術が記載されているが、通常使用する範囲でのＲ／Ｌ（ランレングス、すなわち、連
続プリント数）においても生産性が一律に低下する問題点があった。
【０００７】
また、特に小型低コストのプリンタでは用紙搬送系、画像形成の感光体ドラム駆動系、定
着系等を１つのモータで駆動しており、定着部空回転時、感光体ドラムも回転するので、
感光体表面が磨耗し、寿命を著しく低下させてしまう問題点がある。これを回避するため
に感光体ドラム駆動用モータと、用紙搬送系および定着系駆動モータとを分離し、１枚毎
に感光体駆動モータを停止させる手段が考えられるが、感光体ドラムを停止させるために
はサイクルダウンとサイクルアップのプロセスが必要であり、このプロセスを確保すると
ＰＰＭ（１分当たりのプリント枚数）が著しく低下し、厚紙走行時の要求ＰＰＭを確保で
きないという問題点があった。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、前述の事情に鑑み、下記（Ｏ01），（Ｏ02）の記載内容を課題とする。
（Ｏ01）記録シートに転写されたトナー像を加熱定着する定着装置を備えた画像形成装置
において、空回転を行うことにより多数枚の連続画像記録時の定着領域の通紙領域（記録
シートの通過領域）の温度低下を防止すること。
（Ｏ02）前記通紙領域の温度低下に基づく定着不良の発生を防止すること。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
次に、前記課題を解決するために案出した本発明を説明するが、本発明の要素には、後述
の実施の形態の要素との対応を容易にするため、実施の形態の要素の符号をカッコで囲ん
だものを付記する。また、本発明を後述の実施の形態の符号と対応させて説明する理由は
、本発明の理解を容易にするためであり、本発明の範囲を実施の形態に限定するためでは
ない。
【００１０】
（本発明）
　前記課題を解決するために、本発明の画像形成装置（Ｕ）は、次の構成要件（Ａ01）～
（Ａ08），（Ａ08ａ），（Ａ08ｂ）を備えたことを特徴とする。
（Ａ01）回転移動するトナー像担持体（ＰＲ）の表面にトナー像を形成するトナー像形成
装置、
（Ａ02）前記トナー像担持体表面のトナー像をシート搬送装置（ＳＨ）により搬送される
記録シート（Ｓ）上に転写する転写装置、
（Ａ03）互いに圧接しながら回転し且つ圧接領域により形成される定着領域（Ｑ５）を通
過する前記記録シート上の未定着トナー像を定着する加熱回転部材（Ｆｈ）および加圧回
転部材（Ｆｐ）を有する定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）と、前記加熱回転部材（Ｆｈ）の
内部に配置されたヒータ（ｈ）とを有する定着装置（Ｆ）、
（Ａ04）前記ヒータ（ｈ）を駆動するヒータ駆動回路（Ｄ２）、
（Ａ05）前記記録シート（Ｓ）が通過する通紙領域の外側の非通紙領域に配置され、前記
定着領域（Ｑ５）を通って回転する加熱回転部材（Ｆｈ）の表面温度を検出する定着領域
温度センサ（ＳＮ１）、
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（Ａ06）前記定着領域温度センサ（ＳＮ１）の検出温度に基づいて前記ヒータ駆動回路（
Ｄ２）を駆動して前記定着領域（Ｑ５）の温度を制御するヒータ制御手段（Ｃ６）、
（Ａ07）記録シート（Ｓ）の厚さや材質に関する記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定
された連続記録画像数（Ｎ）を記憶する連続記録画像数設定値記憶手段（Ｃ４Ｅ）、
（Ａ08）画像記録動作であるジョブの連続実行中に、前記設定された連続記録画像数（Ｎ
）の画像記録を定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行することなく連続実行した
場合に、ジョブを中断して定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行するジョブ中断
空回転実行手段（Ｃ７）、
（Ａ08ａ）電力消費量を節約するために前記定着領域（Ｑ５）の温度を低い値に設定され
た省エネ時制御温度に保持する省エネ時から前記ジョブが開始される場合に、前記定着領
域（Ｑ５）の温度が、前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定された省エネ時からの
ジョブ開始時空回転開始温度に上昇してから、ジョブ開始までの間に、前記記録シート（
Ｓ）の種類に対応して設定された省エネ時からのジョブ開始時空回転期間だけ、前記定着
用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手
段（Ｃ９）、
（Ａ08ｂ）前記定着領域（Ｑ５）の温度を前記省エネ時制御温度より高い値に設定された
待機時制御温度に保持するジョブの開始待ちの待機時から前記ジョブが開始される場合に
、前記定着領域の温度が、前記記録シートの種類に対応して設定された待機時からのジョ
ブ開始時空回転開始温度に上昇してから、ジョブ開始までの間に、前記記録シート（Ｓ）
の種類に対応して設定され且つ前記省エネ時からのジョブ開始時空回転期間より短く設定
された待機時からのジョブ開始時空回転期間だけ、前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の
空回転を実行する待機時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ８）。
【００１１】
（本発明の作用）
　前記構成要件を備えた画像形成装置（Ｕ）では、トナー像形成装置は、回転移動するト
ナー像担持体（ＰＲ，Ｂ）の表面にトナー像を形成する。
　転写装置は、前記トナー像担持体（Ｂ）表面のトナー像をシート搬送装置（ＳＨ）によ
り搬送される記録シート上に転写する。
　前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の加熱回転部材（Ｆｈ）および加圧回転部材（Ｆｐ
）は、互いに圧接しながら回転する。前記加熱回転部材（Ｆｈ）および加圧回転部材（Ｆ
ｐ）の圧接領域により、記録シート上の未定着トナー像を定着する定着領域（Ｑ５）が形
成される。前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の加熱回転部材（Ｆｈ）の内部には、ヒー
タ駆動回路（Ｄ２）により駆動するヒータ（ｈ）が配置されている。
　前記記録シート（Ｓ）が通過する通紙領域の外側の非通紙領域に配置された定着領定着
領域温度センサ（ＳＮ１）は、前記定着領域（Ｑ５）の記録シート（Ｓ）が通過する通紙
領域またはその外側の非通紙領域を通って回転する加熱回転部材（Ｆｈ）の表面温度を検
出する。
　ヒータ制御手段（Ｃ６）は、前記定着領域温度センサ（ＳＮ１）の検出温度に基づいて
前記ヒータ駆動回路（Ｄ２）を駆動して前記定着領域（Ｑ５）の温度を制御する。
　前記加熱回転部材（Ｆｈ）および加圧回転部材（Ｆｐ）を備えた定着装置（Ｆ）は、前
記定着領域（Ｑ５）を通過する記録シート上のトナー像を定着する。
　連続記録画像数設定値記憶手段（Ｃ４Ｅ）は、記録シート（Ｓ）の厚さや材質に関する
記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定された連続記録画像数（Ｎ）を記憶する。
　ジョブ中断空回転実行手段（Ｃ７）は、画像記録動作であるジョブの連続実行中に、前
記設定された連続記録画像数（Ｎ）の画像記録を連続実行する毎にジョブを中断して定着
用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する。なお、空回転期間中はトナー像担持体（
ＰＲ，Ｂ）の回転は停止される。
　省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ９）は、電力消費量を節約するために
前記定着領域（Ｑ５）の温度を低い値に設定された省エネ時制御温度に保持する省エネ時
から前記ジョブが開始される場合に、前記定着領域（Ｑ５）の温度が、前記記録シート（
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Ｓ）の種類に対応して設定された省エネ時からのジョブ開始時空回転開始温度に上昇して
から、ジョブ開始までの間に、前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定された省エネ
時からのジョブ開始時空回転期間だけ、前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実
行する。
　待機時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ８）は、前記定着領域（Ｑ５）の温度を
前記省エネ時制御温度より高い値に設定された待機時制御温度に保持するジョブの開始待
ちの待機時から前記ジョブが開始される場合に、前記定着領域の温度が、前記記録シート
の種類に対応して設定された待機時からのジョブ開始時空回転開始温度に上昇してから、
ジョブ開始までの間に、前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定された且つ前記省エ
ネ時からのジョブ開始時空回転期間より短く設定された待機時からのジョブ開始時空回転
期間だけ、前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する。
　本発明の画像形成装置（Ｕ）は、前記空回転を実行することにより多数枚の連続画像記
録時や、省エネ時および待機時からジョブを開始する際に、定着領域（Ｑ５）の通紙領域
（記録シートＳの通過領域）の温度低下を防止し、前記温度低下に基づく定着不良の発生
を防止することができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
本発明の実施の形態１の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ010）を備えたことを特徴とする。
（Ａ010）普通紙と同様の厚さを有する表面が極端に粗いボンド紙に対応して設定された
連続記録画像数（Ｎ）を記憶する前記連続記録画像数設定値記憶手段（Ｃ４Ｅ）。
【００１３】
（実施の形態１の作用）
前記構成を備えた実施の形態１の画像形成装置（Ｕ）では、連続記録画像数設定値記憶手
段（Ｃ４Ｅ）は、普通紙と同様の厚さを有する表面が極端に粗いボンド紙に対応して設定
された連続記録画像数（Ｎ）を記憶する。前記記憶された連続記録画像数（Ｎ）の画像記
録を行う毎に、ジョブを中断してジョブ中断空回転を行うことにより定着温度の低下を防
止することができる。
【００１４】
（実施の形態２）
本発明の実施の形態２の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ011）を備えたことを特徴とする。
（Ａ011）１分間に連続して画像記録可能な普通紙の画像数をＮａ（ＰＰＭ，１分間あた
りの画像記録数）とし、普通紙と同様の厚さを有し表面が極端に粗いボンド紙に対応して
設定された前記連続記録画像数をＮｂ（ＰＰＭ）とした場合に、Ｎｂ＝Ｎａを満たすよう
に設定された前記ボンド紙の連続記録画像数Ｎｂ。
【００１５】
（実施の形態２の作用）
前記構成を備えた実施の形態２の画像形成装置（Ｕ）では、連続記録画像数（Ｎ）は、１
分間に連続して画像記録可能な普通紙の画像数Ｎａ（ＰＰＭ）と、普通紙と同様の厚さを
有し表面が極端に粗いボンド紙に対応して設定された前記連続記録画像数Ｎｂ（ＰＰＭ）
とは、Ｎｂ＝Ｎａを満たすように設定されている。このとき、前記普通紙で行うジョブの
速さと、ボンド紙でジョブを行う速さは同じである。このため、前記Ｎｂ＝Ｎａ（ＰＰＭ
）を満たすように設定した場合、前記ボンド紙に対するジョブは、１分に普通紙と同一画
像数の画像記録を行う毎にジョブ中断空回転を行うことになる。
この場合、通常使用する連続プリント枚数内（Ｎａ枚内）では、生産性を低下させること
なく、ジョブを実行することができる。
【００１６】
（実施の形態３）
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本発明の実施の形態３の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ012）を備えたことを特徴とする。
（Ａ012）普通紙と比較して厚さの分厚い厚紙に対応して設定された連続記録画像数Ｎｃ
を記憶する前記連続記録画像数設定値記憶手段（Ｃ４Ｅ）。
【００１７】
（実施の形態３の作用）
前記構成を備えた実施の形態３の画像形成装置（Ｕ）では、普通紙と比較して厚さの分厚
い厚紙１、２に画像記録を行う場合、連続記録画像数設定値記憶手段（Ｃ４Ｅ）に記憶さ
れた連続記録画像数Ｎｃ、Ｎｄの画像記録を行う毎に、ジョブ中断空回転期間（ＲＴ）だ
け空回転を行う。このような制御を行うことにより、定着温度不足による定着不良の発生
を防止することができる。
【００１８】
（実施の形態４）
本発明の実施の形態４の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ013）を備えたことを特徴とする。
（Ａ013）前記厚紙に対応して設定された前記連続記録画像数をＮｃ、Ｎｄとした場合に
、前記Ｎｃ、Ｎｄは定着領域（Ｑ５）の記録シート（Ｓ）が通過する領域である通紙領域
の温度が許容設定値以上に保持されるように設定された前記厚紙の連続記録画像数Ｎｃ。
【００１９】
（実施の形態４の作用）
前記構成を備えた実施の形態４の画像形成装置（Ｕ）では、厚紙に対応して設定された前
記連続記録画像数をＮｃ、Ｎｄとした場合に、Ｎｃ、Ｎｄは定着領域（Ｑ５）の記録シー
ト（Ｓ）が通過する領域である通紙領域の温度が許容設定値以上に保持されるように設定
されているので、厚紙の連続記録時の定着温度不足による定着不良の発生を防止すること
ができる。
【００２０】
（実施の形態５）
本発明の実施の形態５の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ014）～（Ａ018）を備えたことを特徴とする。
（Ａ014）画像記録動作であるジョブ実行時の定着領域（Ｑ５）の目標温度であるジョブ
時制御温度（ＴＪ）であって前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定されたジョブ時
制御温度（ＴＪ）を記憶するジョブ時制御温度記憶手段（Ｃ４Ａ）、
（Ａ015）前記ジョブの開始信号の入力待ちの待機時の定着領域（Ｑ５）の目標温度であ
る待機時制御温度（Ｔｔ）であって前記ジョブ時制御温度（ＴＪ）よりも低く設定された
前記待機時制御温度（Ｔｔ）を記憶する待機時制御温度記憶手段（Ｃ４Ｇ）、
（Ａ016）前記定着領域（Ｑ５）の目標温度を、前記待機時には待機時制御温度（Ｔｔ）
とし、前記待機時にジョブ開始信号が入力された時およびジョブ実行時には前記ジョブ時
制御温度（ＴＪ）とする前記ヒータ制御手段（Ｃ６）、
（Ａ017）前記待機時にジョブ開始信号が入力された時に、待機時からのジョブ開始時空
回転開始温度（ＴＫ′）になってからジョブ開始までの間に前記定着用回転部材（Ｆｈ＋
Ｆｐ）の空回転を実行する待機時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ８）、
（Ａ018）前記待機時からのジョブ開始時空回転（ＲＫ）を行う期間の設定値を記憶する
待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｄ）。
【００２１】
（実施の形態５の作用）
前記構成を備えた実施の形態５の画像形成装置（Ｕ）では、ジョブ時制御温度記憶手段（
Ｃ４Ａ）は、画像記録動作であるジョブ実行時の定着領域（Ｑ５）の目標温度であるジョ
ブ時制御温度（ＴＪ）であって前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定されたジョブ
時制御温度（ＴＪ）を記憶する。
待機時制御温度記憶手段（Ｃ４Ｇ）は、前記ジョブの開始信号の入力待ちの待機時の定着
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領域（Ｑ５）の目標温度である待機時制御温度（Ｔｔ）であって前記ジョブ時制御温度（
ＴＪ）よりも低く設定された前記待機時制御温度（Ｔｔ）を記憶する。
ヒータ制御手段（Ｃ６）は、前記定着領域（Ｑ５）の目標温度を、前記待機時には待機時
制御温度（Ｔｔ）とし、前記待機時にジョブ開始信号が入力された時およびジョブ実行時
には前記ジョブ時制御温度（ＴＪ）とする。
待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｄ）は、前記待機時からのジ
ョブ開始時空回転（ＲＫ）を行う期間の設定値を記憶する。
待機時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ８）は、前記待機時にジョブ開始信号が入
力された時に、待機時からのジョブ開始時空回転開始温度（ＴＫ′）になってからジョブ
開始までの間に前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する。前記空回転の実
行期間は、前期待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｄ）に記憶さ
せた期間の設定値だけ実行する。
本発明の画像形成装置（Ｕ）は、前記空回転を実行することにより多数枚の連続画像記録
時の定着領域（Ｑ５）の通紙領域（記録シートＳの通過領域）の温度低下を防止し、前記
温度低下に基づく定着不良の発生を防止することができる。
【００２２】
（実施の形態６）
本発明の実施の形態６の画像形成装置（Ｕ）は、前記本発明において、下記の構成要件（
Ａ014），（Ａ015′）～（Ａ018′）を備えたことを特徴とする。
（Ａ014）画像記録動作であるジョブ実行時の定着領域（Ｑ５）の目標温度であるジョブ
時制御温度（ＴＪ）であって前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定されたジョブ時
制御温度（ＴＪ）を記憶するジョブ時制御温度記憶手段（Ｃ４Ａ）、
（Ａ015′）電力消費量を節約するために前記定着領域（Ｑ５）の温度を低い値に保持す
る省エネ時の定着領域（Ｑ５）の目標温度である省エネ時制御温度（Ｔｓ）であって前記
待機時制御温度（Ｔｔ）よりも低く設定された前記省エネ時制御温度（Ｔｓ）を記憶する
省エネ時制御温度記憶手段（Ｃ４Ｈ）、
（Ａ016′）前記定着領域（Ｑ５）の目標温度を、前記省エネ時には省エネ時制御温度（
Ｔｓ）とし、前記省エネ時にジョブ開始信号が入力された時およびジョブ実行時には前記
ジョブ時制御温度（ＴＪ）とする前記ヒータ制御手段（Ｃ６）、
（Ａ017′）前記省エネ時にジョブ開始信号が入力された時に、省エネ時からのジョブ開
始時空回転開始温度（ＴＫ）になってからジョブ開始までの間に前記定着用回転部材（Ｆ
ｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ９）、
（Ａ018′）前記省エネ時からのジョブ開始時空回転（ＲＫ）を行う期間の設定値を記憶
する省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｃ）。
【００２３】
（実施の形態６の作用）
前記構成を備えた実施の形態２の画像形成装置では、ジョブ時制御温度記憶手段（Ｃ４Ａ
）は、画像記録動作であるジョブ実行時の定着領域（Ｑ５）の目標温度であるジョブ時制
御温度（ＴＪ）であって前記記録シート（Ｓ）の種類に対応して設定されたジョブ時制御
温度（ＴＪ）を記憶する。
省エネ時制御温度記憶手段（Ｃ４Ｈ）は、電力消費量を節約するために前記定着領域（Ｑ
５）の温度を低い値に保持する省エネ時の定着領域（Ｑ５）の目標温度である省エネ時制
御温度（Ｔｓ）であって前記待機時制御温度（Ｔｔ）よりも低く設定された前記省エネ時
制御温度（Ｔｓ）を記憶する。
ヒータ制御手段（Ｃ６）は、前記定着領域（Ｑ５）の目標温度を、前記省エネ時には省エ
ネ時制御温度（Ｔｓ）とし、前記省エネ時にジョブ開始信号が入力された時およびジョブ
実行時には前記ジョブ時制御温度（ＴＪ）とする。
省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｃ）は、前記省エネ時から
のジョブ開始時空回転（ＲＫ）を行う期間の設定値を記憶する。
省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段（Ｃ９）は、前記省エネ時にジョブ開始信号
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が入力された時に、省エネ時からのジョブ開始時空回転開始温度（ＴＫ）になってからジ
ョブ開始までの間に前記定着用回転部材（Ｆｈ＋Ｆｐ）の空回転を実行する。前記空回転
の実行期間は、前期省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段（Ｃ４Ｃ）に
記憶させた期間の設定値だけ実行する。
本発明の画像形成装置（Ｕ）は、前記空回転を実行することにより多数枚の連続画像記録
時の定着領域（Ｑ５）の通紙領域（記録シートＳの通過領域）の温度低下を防止し、前記
温度低下に基づく定着不良の発生を防止することができる。
【００２４】
（実施例）
次に図面を参照しながら、本発明の実施の形態の具体例（実施例）を説明するが、本発明
は以下の実施例に限定されるものではない。
図１は本発明の実施例１の定着装置を有するカラー画像形成装置の説明図である。
図１において、画像形成装置Ｕは、自動原稿搬送装置Ｕ1とこれを支持するプラテンガラ
スＰＧを有する画像形成装置本体（複写機）Ｕ2とを備えている。
前記自動原稿搬送装置Ｕ1は、複写しようとする複数の原稿Ｇｉが重ねて載置される原稿
給紙トレイＴＧ1と、原稿給紙トレイＴＧ1から前記プラテンガラスＰＧ上の複写位置（原
稿読取位置）を通過して搬送される原稿Ｇｉが排出される原稿排紙トレイＴＧ2とを有し
ている。
【００２５】
前記画像形成装置本体Ｕ２は、ユーザがコピースタート等の作動指令信号を入力操作する
ＵＩ（ユーザインタフェース）、露光光学系Ａ等を有している。
前記自動原稿搬送装置Ｕ１でプラテンガラスＰＧ上を搬送される原稿または手動でプラテ
ンガラスＰＧ上に置かれた原稿（図示せず）からの反射光は、前記露光光学系Ａを介して
、ＣＣＤ（固体撮像素子）でＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の電気信号に変換される。
ＩＰＳ（イメージプロセッシングシステム）は、前記ＲＧＢの電気信号をＹ（イエロー）
、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（黒）の画像データに変換して一時的に記憶し、前
記画像データを所定のタイミングでレーザ駆動回路ＤＬに出力する。
【００２６】
矢印Ｙａ方向に回転移動する像担持体（回転部材）ＰＲの表面は、帯電ロールＣＲにより
一様に帯電され、潜像書込位置Ｑ1、現像領域Ｑ2、および１次転写領域Ｑ3を順次通過す
る。
前記レーザ駆動回路ＤＬにより駆動されるＲＯＳ（潜像書込装置）は、レーザビームＬに
より前記潜像書込位置Ｑ1において像担持体ＰＲ表面を露光走査して像担持体ＰＲ表面に
静電潜像を形成する。フルカラー画像を形成する場合は、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ
）、Ｃ（シアン）、Ｋ（黒）の４色の画像に対応した静電潜像が順次形成され、モノクロ
画像の場合はＫ（黒）画像に対応した静電潜像のみが形成される。
【００２７】
ロータリ式の現像装置Ｇは、回転軸Ｇａの回転に伴って前記現像領域Ｑ2に順次回転移動
するＹ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（黒）の４色の現像器ＧＹ，Ｇ
Ｍ，ＧＣ，ＧＫを有している。前記各色の現像器ＧＹ，ＧＭ，ＧＣ，ＧＫは、前記現像領
域Ｑ2に現像剤を搬送する現像ロールＧＲを有しており、現像領域Ｑ2を通過する像担持体
ＰＲ上の静電潜像をトナー像Ｔｎに現像する。
【００２８】
前記像担持体ＰＲの下方には左右一対のスライドレールＳＲ，ＳＲによりスライドフレー
ムＦ１（２点鎖線で表示）が前後（紙面に垂直な方向）にスライド移動可能に支持されて
いる。スライドフレームＦ１にはベルトモジュールＢＭのベルトフレームＦ２がヒンジ軸
Ｆ２a周りに上下に回動可能に支持されている。
前記ベルトモジュールＢＭは、前記中間転写ベルトＢを回転移動可能に支持する複数のベ
ルト支持ロール（Ｒｄ，Ｒｔ，Ｒｆ，Ｔ２a）と、１次転写ロールＴ１と、コンタクトロ
ールＴ２cと、それらを支持する前記ベルトフレームＦ２とを有している。
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前記複数のベルト支持ロール（Ｒｄ，Ｒｔ，Ｒｆ，Ｔ２a）は、ベルト駆動ロールＲｄ、
テンションロールＲｔ、アイドラロール（フリーロール）Ｒｆおよびバックアップロール
Ｔ２aを含み、バックアップロールＴ２aには前記コンタクトロールＴ２cが当接している
。
【００２９】
前記ベルトモジュールＢＭは、前記ヒンジ軸Ｆ２a周りに上下に回動可能であり、下方に
回動した状態では、前記スライドフレームＦ１とともに前記像担持体ＰＲと摩擦接触する
ことなく、画像形成装置本体Ｕ２に対して出入可能である。
前記１次転写器Ｔ１は、コントローラＣが制御する電源回路Ｅによりトナーの帯電極性と
逆極性の１次転写電圧が印加され、前記像担持体ＰＲ表面のトナー像Ｔｎを、１次転写領
域Ｑ3において中間転写ベルトＢに１次転写する。フルカラー画像の場合、像担持体ＰＲ
表面に順次形成されるＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色のトナー像Ｔｎは、前記１次転写領域Ｑ3に
おいて中間転写ベルトＢ表面に順次重ねて１次転写され、最終的にフルカラーの多重トナ
ー像が中間転写ベルトＢ上に形成される。
単色のモノカラー画像を形成する場合には１個の現像器のみを使用し、単色トナー像が中
間転写ベルトＢ上に１次転写される。
１次転写後、像担持体ＰＲ表面は、残留トナーが像担持体クリーナＣＬpによりクリーニ
ングされ、除電ロールＪＲにより除電される。
【００３０】
前記バックアップロールＴ２aの下方には、左右一対のスライドレールＳＲ，ＳＲにより
前後（紙面に垂直な方向）にスライド移動可能な２次転写スライドフレームＦsが、画像
形成装置本体Ｕ２に対して前後方向に着脱可能に支持されている。前記２次転写スライド
フレームＦsには２次転写ユニットＵtの２次転写昇降フレームＦtがヒンジ軸Ｆta周りに
上下に回動可能に支持されている。２次転写ユニットＵtは下方に回動した状態では前記
ベルトモジュールＢＭと摩擦接触することなく、画像形成装置本体Ｕ２に対して出入可能
である。
前記２次転写ユニットＵtは、２次転写ロールＴ２bと、２次転写ロールクリーナＣＬtと
、ロール支持レバーＬｒと、転写後シートガイドＳＧ2と、シート搬送ベルトＢＨと、そ
れらを支持する前記２次転写昇降フレームＦtと、を有している。
【００３１】
前記ロール支持レバーＬｒは、前記２次転写ロールＴ２bおよび２次転写ロールクリーナ
ＣＬtを支持するレバーであり、図示しないモータによりヒンジ軸Ｌａ周りに回動され、
前記２次転写ロールＴ２bを、前記中間転写ベルトＢに接触する２次転写位置および中間
転写ベルトＢから離れた待機位置の間で移動させる。
前記２次転写ロールＴ２bおよび前記中間転写ベルトＢの接触領域により２次転写領域Ｑ4
が形成され、前記２次転写ロールＴ２b、前記バックアップロールＴ２aおよびコンタクト
ロールＴ２cにより２次転写器Ｔ２が構成されている。
【００３２】
給紙トレイＴＲ1に収容された記録シートＳは、所定のタイミングでピックアップロール
Ｒｐにより取り出され、さばきロールＲｓで１枚ずつ分離されて、レジロールＲｒに搬送
される。前記レジロールＲｒに搬送された記録シートＳは、前記１次転写された多重トナ
ー像または単色トナー像が２次転写領域Ｑ4に移動するのにタイミングを合わせて、転写
前シートガイドＳＧ1から２次転写領域Ｑ4に搬送される。
前記２次転写領域Ｑ4を記録シートＳが通過する際、２次転写器Ｔ２のコンタクトロール
Ｔ２cには、コントローラＣが制御する電源回路Ｅからトナーの帯電極性と同極性の２次
転写電圧が印加される。前記２次転写器Ｔ２は、前記中間転写ベルトＢに重ねて１次転写
されたカラートナー像を前記２次転写領域Ｑ4において一括して記録シートＳに２次転写
する。
２次転写後の中間転写ベルトＢはベルトクリーナＣＬbにより残留トナーが除去される。
また、前記２次転写ロールＴ２bは２次転写ロールクリーナＣＬtにより表面付着トナーが
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回収される。
【００３３】
なお、前記２次転写ロールＴ２bおよびベルトクリーナＣＬbは、中間転写ベルトＢと離接
（離隔および接触）自在に配置されており、カラー画像が形成される場合には最終色の未
定着トナー像が中間転写ベルトＢに１次転写されるまで、中間転写ベルトＢから離隔して
いる。なお、前記２次転写ロールクリーナＣＬtは、中間転写ベルトＢに対して前記２次
転写ロールＴ２bと一緒に離接移動を行う。
トナー像が２次転写された前記記録シートＳは、転写後シートガイドＳＧ2、シート搬送
ベルトＢＨにより定着領域Ｑ5に搬送され、定着領域Ｑ5を通過する際に加熱ロール（加熱
定着用回転部材）Ｆｈおよび加圧ロール（加圧定着用回転部材）Ｆｐにより構成される一
対の定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を有する定着装置Ｆにより加熱定着される。トナー像が定
着された記録シートＳは、記録シート排出トレイＴＲ2に排出される。
前記符号Ｒｐ，Ｒｓ，Ｒｒ，ＳＧ1，ＳＧ2，ＢＨで示された要素によりシート搬送装置Ｓ
Ｈが構成されている。
【００３４】
（定着装置）
図２は前記図１に示す定着装置の拡大図である。
図３は前記図２のIII－III線断面図である。
図２、図３において、加熱ロールＦｈは内部に小サイズ時使用ヒータｈを内蔵しており、
そのロール軸方向両端部は軸受（図示せず）を介して図示しないフレームに回転可能に支
持されている。前記ヒータｈは定着領域の温度を定着温度に保持するため、オン、オフ制
御される。また、加圧ロールＦｐのロール軸方向両端部は軸受Ｆｐａ，Ｆｐａを介して図
示しないフレームに回転可能に支持されている。
図３において、前記加圧ロールＦｈは、記録シートＳが通過する通紙領域と、前記通紙領
域より外側の記録シートＳが通過しない非通紙領域とを有している。前記非通紙領域には
、定着領域温度センサＳＮ１が配置されている。前記定着領域温度センサＳＮ１は、前記
非通紙領域の温度を検出し、コントローラＣのヒータ制御手段Ｃ６によって前記非通紙領
域の温度が一定に保持されるように前記ヒータｈはオンオフ制御される。
ジョブ実行中の通紙領域は、記録シートＳが連続して通過するため前記非通紙領域と比較
して温度が低下する。前記通紙領域の温度が著しく低下した場合、記録シートＳにトナー
が定着されにくくなるという問題が発生する。この問題については、後述する。
【００３５】
（本実施例の制御部の説明）
図４は本発明の定着装置の本実施例の制御部分が備えている各機能をブロック図（機能ブ
ロック図）で示した図である。
図５は前記図４の制御部分が備えている各機能のブロック図（機能ブロック図）の前記図
４の続きのブロック図である。
図４、図５においてコントローラＣは、外部との信号の入出力および入出力信号レベルの
調節等を行うＩ／Ｏ（入出力インターフェース）、必要な処理を行うためのプログラムお
よびデータ等が記憶されたＲＯＭ（リードオンリーメモリ）、必要なデータを一時的に記
憶するためのＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、前記ＲＯＭに記憶されたプログラムに
応じた処理を行うＣＰＵ（中央演算処理装置）、ならびにクロック発振器等を有するコン
ピュータにより構成されており、前記ＲＯＭに記憶されたプログラムを実行することによ
り種々の機能を実現することができる。
【００３６】
（前記コントローラＣに接続された信号入力要素）
前記コントローラＣは、ＵＩ（ユーザインタフェース）、定着領域温度センサＳＮ1（第
２図～第４図参照）、シート排出センサＳＮ２、電源スイッチＳＷその他の信号入力要素
からの信号が入力されている。
前記ＵＩは、表示器ＵＩ1、コピースタートキーＵＩ2，コピー枚数設定キーＵＩ3、倍率
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設定キーＵＩ4、テンキーＵＩ5、厚紙指定キーＵＩ6、ＵＩ7、ボンド紙指定キーＵＩ8等
を備えている。
定着領域温度センサＳＮ１は、加熱ロールＦｈ表面部分の非通紙領域（シートが通過しな
い領域）の温度を定着領域検出温度として検出する。
シート排出センサＳＮ２は、シート排出トレイＴＲ2に排出される記録シートＳを検出す
る。
電源スイッチＳＷは、画像形成装置Ｕの電源を手動でオンおよびオフにするスイッチであ
る。
【００３７】
（前記コントローラＣに接続された制御要素）
また、コントローラＣは、ＩＰＳ（イメージプロセッシングシステムすなわち、画像処理
システム）、ＤＬ（レーザドライバすなわちレーザ駆動回路）、電源回路Ｅ、定着装置の
加熱ロール駆動回路Ｄ１およびヒータ駆動回路Ｄ２、その他の制御要素に接続されており
、それらの作動制御信号を出力している。前記電源回路Ｅは各種の駆動回路、モータ、ヒ
ータ等に電力を供給する。
前記加熱ロール駆動回路Ｄ1は加熱ロール駆動モータＭ1を介して加熱ロールＦｈを回転駆
動する。
ヒータ駆動回路Ｄ２は加熱ロールＦｈに内蔵されたヒータｈを駆動する。
【００３８】
（前記コントローラＣの機能）
前記コントローラＣは、前記信号出力要素からの入力信号に応じた処理を実行して、前記
各制御要素に制御信号を出力する機能を有している。
すなわち、コントローラＣは次の機能を有している。
Ｃ１：ジョブ実行手段
ジョブ実行手段Ｃ１は、コピースタートキーＵＩ2の入力に応じてコピー動作（ジョブ）
を実行する。
Ｃ２：連続記録画像数カウンタ
連続記録画像数カウンタＣ２は、連続記録画像数をカウントする。
Ｃ３：計時タイマ
計時タイマＣ３は、前回ジョブの終了時点からの経過時間Ｃ３ｔを計測する
【００３９】
ＦＳ：省エネ時判別フラグ
省エネ時判別フラグＦＳは、初期値は「０」であり、省エネ期間中のみ「１」となる。
Ｆｔ：待機時判別フラグ
待機時判別フラグＦｔは、初期値は「０」であり、待機期間中のみ「１」となる。
Ｆｒ：空回転実行中判別フラグ
空回転実行中判別フラグＦｒは、初期値は「０」であり、空回転実行期間中のみ「１」と
なり、空回転終了時に「０」となる。
Ｆｊ：ジョブ実行中判別フラグ
ジョブ実行中判別フラグＦｊは、初期値は「０」であり、ジョブ実行期間中のみ「１」と
なり、ジョブ終了時に「０」となる。
【００４０】
図６は定着装置制御パラメータ記憶手段に記憶されたデータを示す表で、表１Ａは用紙の
種類毎に設定されたパラメータの値で、表１Ｂは全用紙に共通に設定されたパラメータの
値である。
前記定着装置制御パラメータ記憶手段Ｃ４に記憶された具体的なパラメータの値は図６の
表１Ａおよび表１Ｂに示されている。
【００４１】
Ｃ４：定着装置制御パラメータ記憶手段
定着装置制御パラメータ記憶手段Ｃ４は、次の手段Ｃ４Ａ～Ｃ４Ｊを有する。
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Ｃ４Ａ：ジョブ時制御温度記憶手段
ジョブ時制御温度記憶手段Ｃ４Ａは、画像記録動作であるジョブ実行時の定着領域の目標
温度であるジョブ時制御温度ＴＪ（図６の表１Ａ参照）であって前記記録シートの種類に
対応して設定されたジョブ時制御温度（ＴＪａ～ＴＪｄ）を記憶する。
Ｃ４Ｂ：空回転時制御温度記憶手段
空回転時制御温度記憶手段Ｃ４Ｂは、空回転時の定着領域の目標温度である空回転時制御
温度ＴＲ（図６の表１Ａ参照）であって、記録シートの種類に対応して設定された空回転
制御温度ＴＲａ～ＴＲｄを記憶する。
Ｃ４Ｃ：省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段
省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段Ｃ４Ｃは、前記省エネルギ動作中
にコピースタートキーＵＩ2が押された場合のジョブ開始時空回転を行う期間の設定値Ｒ
Ｋ（図６の表１Ａ参照）であって記録シートの種類に対応して設定されたジョブ開始時空
回転を行う期間の設定値ＲＫａ～ＲＫｄを記憶する。
Ｃ４Ｄ：待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段
待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段Ｃ４Ｄは、前記待機中にコピースタ
ートキーＵＩ2が押された場合のジョブ開始時空回転を行う期間の設定値ＲＫ´（図６の
表１Ａ参照）であって記録シートの種類に対応して設定されたジョブ開始時空回転を行う
期間の設定値ＲＫａ´～ＲＫｄ´を記憶する。
【００４２】
Ｃ４Ｅ：連続記録画像数設定値記憶手段
連続記録画像数設定値記憶手段Ｃ４Ｅは、ジョブ中断空回転時までの目標記録画像数であ
る連続記録画像数設定値Ｎ（図６の表１Ａ参照）であって、ボンド紙および厚紙１、２に
対応して設定された連続記録画像数Ｎｂ～Ｎｄを記憶する。
画像記録動作を連続実行する場合、前記連続記録画像数Ｎｂ～Ｎｄに達する毎にジョブを
中断して定着用回転部材Ｆｈ＋Ｆｐの空回転を実行する。したがって、連続画像数Ｎｂ～
Ｎｄは前記空回転を行うために必要な数値である。なお、空回転期間中はトナー像担持体
（ＰＲ，Ｂ）の回転は停止される。
Ｃ４Ｆ：ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段
ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段Ｃ４Ｆは、ジョブを中断して空回転を実行する期間
であるジョブ中断空回転期間ＲＴ（図６の表１Ａ参照）であって、ジョブ中断空回転ＲＴ
ｂ～ＲＴｄを行う期間の設定値を記憶する。
Ｃ４Ｇ：待機時制御温度記憶手段
待機時制御温度記憶手段Ｃ４Ｇは、前記ジョブの開始信号の入力待ちの待機時の定着領域
の目標温度である待機時制御温度（図６の表１Ｂ参照）であって前記ジョブ時制御温度よ
りも低く設定された前記待機時制御温度１８０℃を記憶する。
Ｃ４Ｈ：省エネ時制御温度記憶手段
省エネ時制御温度記憶手段Ｃ４Ｈは、電力消費量を節約するために前記定着領域の温度を
低い値に保持する省エネ時の定着領域の目標温度である省エネ時制御温度（図６の表１Ｂ
参照）であって前記待機時制御温度１８０℃よりも低く設定された前記省エネ時制御温度
８０℃を記憶する。
【００４３】
Ｃ４Ｉ：省エネ時からのジョブ開始時空回転開始温度記憶手段
省エネ時からのジョブ開始時空回転開始温度記憶手段Ｃ４Ｉは、省エネ時にコピースター
トキーＵＩ2が入力されたときのジョブ開始時の空回転開始温度ＴＫ（図６の表１参照）
を記憶する。
Ｃ４Ｊ：待機時からのジョブ開始時空回転開始温度記憶手段
待機時からのジョブ開始時空回転開始温度記憶手段Ｃ４Ｊは、待機時にコピースタートキ
ーＵＩ2が入力されたときのジョブ開始時の空回転開始温度ＴＫ′（図６の表１参照）を
記憶する。
【００４４】
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Ｃ５：加熱ロール回転制御手段
加熱ロール回転制御手段Ｃ５は、前記ジョブ実行手段Ｃ１および空回転実行手段Ｃ７～Ｃ
９等の出力信号に応じて、加熱ロール駆動回路Ｄ１の作動を制御し、加熱ロールＦｈを回
転させる。
Ｃ６：ヒータ制御手段
ヒータ制御手段Ｃ６は、前記定着領域温度センサＳＮ１の検出温度および定着装置制御パ
ラメータ記憶手段Ｃ４に記憶されたデータ（図６の表１Ａ、表１Ｂ参照）に基づいて前記
ヒータ駆動回路Ｄ２を駆動して前記定着領域Ｑ５の温度を制御する。
Ｃ７：ジョブ中断空回転実行手段
ジョブ中断空回転実行手段Ｃ７は、画像記録動作であるジョブの連続実行中に、前記設定
された連続記録画像数Ｎの画像記録を連続実行する毎にジョブを中断して定着用回転部材
Ｆｈ、Ｆｐの空回転を実行する。前記空回転の実行期間は、前記ジョブ中断空回転期間設
定記憶手段Ｃ４Ｅに記憶させた期間の設定値だけ実行する。
【００４５】
Ｃ８：待機時からのジョブ開始時空回転実行手段
待機中のジョブ開始時空回転実行手段Ｃ８は、前記待機時にジョブ開始信号が入力された
時（コピースタートキーＵＩ2が押された時）に、待機時からのジョブ開始時空回転開始
温度ＴＫ′になってからジョブ開始までの間に前記定着用回転部材Ｆｈ、Ｆｐの空回転を
実行する。前記空回転の実行期間は、前期待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記
憶手段Ｃ４Ｄ（図４参照）に記憶させた期間の設定値ＲＫ´（図６の表１Ａ参照）だけ実
行する。
Ｃ９：省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段
省エネ時からのジョブ開始時空回転実行手段Ｃ９は、前記省エネ時にジョブ開始信号が入
力された時（コピースタートキーＵＩ2が押された時）に、省エネ時からのジョブ開始時
空回転開始温度ＴＫになってからジョブ開始までの間に前記定着用回転部材の空回転を実
行する。前記空回転の実行期間は、前期省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設定値記
憶手段Ｃ４Ｃ（図４参照）に記憶させた期間の設定値ＲＫ（図６の表１Ａ参照）だけ実行
する。
【００４６】
（実施例の作用）
（フローチャートの説明）
図７は空回転制御処理のフローチャートである。図７のフローチャートの各ＳＴ（ステッ
プ）の処理は、前記コントローラＣのＲＯＭに記憶されたプログラムに従って行われる。
また、この処理は画像形成装置の他の各種処理と並行してマルチタスクで実行される。
図７に示す空回転およびジョブ実行処理のフローチャートは電源オンにより開始される。
図７のステップＳＴ１において、コピースタートキーがオンになったか否か判断する。ノ
ー（Ｎ）の場合はＳＴ２に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７に移る。
【００４７】
ＳＴ２において、計時タイマＣ３が作動中か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ３に
移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ４に移る。
ＳＴ３において、計時タイマＣ３を作動開始する。
ＳＴ４において、計時タイムの経時タイムＣ３ｔが作動開始してから１５分経過したか否
か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ５に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ６に移る。
ＳＴ５において、待機時判別フラグＦｔ＝「１」、省エネ時判別フラグＦｓ＝「０」とし
ＳＴ１に戻る。
ＳＴ６において、待機時判別フラグＦｔ＝「０」、省エネ時判別フラグＦｓ＝「１」とし
ＳＴ１に戻る。
ＳＴ７において、計時タイマを停止する。
【００４８】
ＳＴ８において、記録シートＳが普通紙か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ１０に
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移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ９に移る。
ＳＴ９において、普通紙への画像記録時の定着ロール空回転制御処理を実行する。なお本
実施例において、空回転期間中はトナー像担持体（ＰＲ，Ｂ）の回転は停止される。この
ＳＴ９のサブルーチンは図８により後述する。ＳＴ９の次にＳＴ１５に移る。
ＳＴ１０において、記録シートＳがボンド紙か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ１
２に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ１１に移る。
ＳＴ１１において、Ｂｏｎｄ紙への画像記録時の定着ロール空回転制御処理を実行する。
このＳＴ１１のサブルーチンは図９により後述する。ＳＴ１１の次にＳＴ１５に移る。
ＳＴ１２において、記録シートＳが厚紙１か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ１４
に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ１４に移る。
【００４９】
ＳＴ１３において、厚紙１への画像記録時の定着ロール空回転制御処理を実行する。この
ＳＴ１３のサブルーチンは図１０により後述する。ＳＴ１３の次にＳＴ１５に移る。
ＳＴ１４において、厚紙２への画像記録時の定着ロール空回転制御処理を実行する。この
ＳＴ１４のサブルーチンは図１１により後述する。ＳＴ１４の次にＳＴ１５に移る。
ＳＴ１５において、次の処理を行う。
（１）紙種類判別フラグＦｋ＝「０」とする。
（２）ジョブ時判別フラグＦｊ＝「０」とする。
（３）連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝「０」とする。
次に前記ＳＴ１にもどる。
【００５０】
図８は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ９のサブルーチンのフローチャート
である。
ＳＴ２１において、紙種類判別フラグＦｋ＝「００」とする。
ＳＴ２２において、省エネ時判別フラグＦｓ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合
はＳＴ２６に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ２３に移る。
ＳＴ２３において、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」、省エネ時判別フラグＦｓ＝「０」
としＳＴ２４に移る。
ＳＴ２４において、定着ロール検出温度Ｔが省エネ時からの普通紙ジョブ開始時空回転開
始温度ＴＫａ＝１８０℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ２４を繰り返
し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ２５に移る。
ＳＴ２５において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を省エネ時からのジョブ開始時空回転期間
ＲＫａ＝１０ｓｅｃだけ空回転させる。この間に空回転制御温度ＴＲａを目標温度として
ヒータｈをオン、オフ制御する。
ＳＴ２６において、待機時判別フラグＦｔ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「０」、
ジョブ時判別フラグＦｊ＝「１」とする。
ＳＴ２７において、ジョブが終了したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ２７を繰
り返し、イエス（Ｙ）の場合は前記図７のＳＴ１５に戻る。
【００５１】
図９は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１１のサブルーチンのフローチャー
トである。
ＳＴ３１において、紙種類判別フラグＦｋ＝「０１」とする。
ＳＴ３２において、省エネ時判別フラグＦｓ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合
はＳＴ３６に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ３３に移る。
ＳＴ３３において、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」、省エネ時判別フラグＦｓ＝「０」
としＳＴ３４に移る。
ＳＴ３４において、定着ロール検出温度Ｔが省エネ時からのボンド紙ジョブ開始時空回転
開始温度ＴＫｂ＝２００℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ３４を繰り
返し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ３５に移る。
ＳＴ３５において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を省エネ時からのジョブ開始時空回転期間
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ＲＫｂ＝１０ｓｅｃだけ空回転させ、ＳＴ３７に移る。この間に空回転制御温度ＴＲｂを
目標温度としてヒータｈをオン、オフ制御する。
【００５２】
ＳＴ３６において、待機時判別フラグＦｔ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「０」、
ジョブ時判別フラグＦｊ＝「１」とする。
ＳＴ３７において、１画像記録したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ３７を繰り
返し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ３８に移る。
ＳＴ３８において、連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝Ｎ＋１とする。
ＳＴ３９において、ジョブが終了したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ４０に移
り、イエス（Ｙ）の場合は前記ＳＴ１５に戻る。
ＳＴ４０において、連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎが連続記録画像数制限値Ｎｂ
＝４５枚に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合は前記ＳＴ３７に戻り、イエス（Ｙ
）の場合はＳＴ４１に移る。
【００５３】
ＳＴ４１において、次の処理を行う。
（１）連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「１
」、ジョブ時判別フラグＦｊ＝「１」とする。
（２）ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段ＲＴｂ＝６ｓｅｃだけ空回転させる。
次に前記ＳＴ３６に戻る。このとき、前記ＳＴ３６では連続記録画像数カウンタのカウン
ト値Ｎ＝「０」とするが、コピースタートキーが入力されてからジョブ終了までの記録画
像数のカウントは別で制御されている。
【００５４】
図１０は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１３のサブルーチンのフローチャ
ートである。
ＳＴ５１において、紙種類判別フラグＦｋ＝「１０」とする。
ＳＴ５２において、省エネ時判別フラグＦｓ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ）の場合
はＳＴ５６に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ５３に移る。
ＳＴ５３において、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」、省エネ時判別フラグＦｓ＝「０」
としＳＴ５４に移る。
ＳＴ５４において、定着ロール検出温度Ｔが省エネ時からの厚紙１ジョブ開始時空回転開
始温度ＴＫｃ＝２００℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ５４を繰り返
し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ５５に移る。
ＳＴ５５において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を省エネ時からの厚紙１ジョブ開始時空回
転期間ＲＫｃ＝２５ｓｅｃだけ空回転させ、ＳＴ５９に移る。
【００５５】
ＳＴ５６において、待機時判別フラグＦｔ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」と
する。
次にＳＴ５７において、定着ロール検出温度Ｔが待機時からの厚紙１ジョブ開始時空回転
開始温度ＴＫｃ＝２００℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ５７を繰り
返し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ５８に移る。
ＳＴ５８において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を待機時からのジョブ開始時空回転期間Ｒ
Ｋｃ′＝１５ｓｅｃだけ空回転させる。
次にＳＴ５９において、次の動作を行う。
（１）空回転時判別フラグＦｒ＝「０」、ジョブ時判別フラグＦｊ＝「１」とする。
（２）連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝「０」とする。
ＳＴ６０において、１画像記録したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ６０を繰り
返し、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ６１に移る。
ＳＴ６１において、連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝Ｎ＋１とする。
【００５６】
ＳＴ６２において、ジョブが終了したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ６３に移
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り、イエス（Ｙ）の場合は前記ＳＴ１５に戻る。
ＳＴ６３において、連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎが連続記録画像数制限値Ｎｃ
＝１０枚に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合は前記ＳＴ６０に戻り、イエス（Ｙ
）の場合はＳＴ６４に移る。
ＳＴ６４において、次の処理を行う。
（１）連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「１
」、ジョブ時判別フラグＦｊ＝「０」とする。
（２）ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段ＲＴｃ＝１０ｓｅｃだけ空回転させる。
次に前記ＳＴ５９に戻る。
【００５７】
図１１は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１４のサブルーチンのフローチャ
ートである。
なお、このＳＴ１４のサブルーチンのフローチャートの説明において、前記ＳＴ１３のサ
ブルーチンのフローチャートの空回転制御処理に対応する空回転制御処理には同一の符号
を付して、その詳細な説明を省略する。
このＳＴ１４のサブルーチンのフローチャートは、下記の点で前記ＳＴ１３のサブルーチ
ンのフローチャートと相違しているが、他の点では前記ＳＴ１３のサブルーチンのフロー
チャートと同様に処理されている。
ＳＴ５１´において、紙種類判別フラグＦｋ＝「１１」とする。
ＳＴ５４´において、定着ロール検出温度Ｔが省エネ時からのジョブ開始時空回転開始温
度ＴＫｄ＝２００℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ５４´を繰り返し
、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ５５´に移る。
ＳＴ５５´において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を省エネ時からのジョブ開始時空回転期
間ＲＫｄ＝４０ｓｅｃだけ空回転させ、ＳＴ５９に移る。
【００５８】
ＳＴ５６において、待機時判別フラグＦｔ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」と
する。
ＳＴ５７´において、定着ロール検出温度Ｔが待機時からのジョブ開始時空回転開始温度
ＴＫｄ＝２００℃に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ５７´を繰り返し、
イエス（Ｙ）の場合はＳＴ５８´に移る。
ＳＴ５８´において、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を待機からのジョブ開始時空回転期間Ｒ
Ｋｄ′＝３０ｓｅｃだけ空回転させ、ＳＴ５９に移る。
ＳＴ５９～ＳＴ６２の処理は前記図１０と同様である。
ＳＴ６３´において、連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎが連続記録画像数制限値Ｎ
ｄ＝１０枚に達したか否か判断する。ノー（Ｎ）の場合は前記ＳＴ６０´に戻り、イエス
（Ｙ）の場合はＳＴ６４´に移る。
ＳＴ６４´において、次の処理を行う。
（１）連続記録画像数カウンタのカウント値Ｎ＝「０」、空回転時判別フラグＦｒ＝「１
」、ジョブ時判別フラグＦｊ＝「０」とする。
（２）ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段ＲＴｄ＝２０ｓｅｃだけ空回転させる。
次に前記ＳＴ５９に戻る。
【００５９】
図１２は定着用ヒータ制御処理のフローチャートである。図１２のフローチャートの各Ｓ
Ｔ（ステップ）の処理は、前記コントローラＣのＲＯＭに記憶されたプログラムに従って
行われる。また、この処理は画像形成装置の他の各種処理と並行してマルチタスクで実行
される。
図１２に示す空回転およびジョブ実行処理のフローチャートは電源オンにより開始される
。
図１２のステップＳＴ７１において、省エネ時判別フラグＦｓ＝「１」か否か判断する。
ノー（Ｎ）の場合はＳＴ７３に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７２に移る。
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ＳＴ７２において、ＳＴ７２のサブルーチンは図１３により後述する。ＳＴ７２の次に前
記ＳＴ７１に戻る。
ステップＳＴ７３において、待機時判別フラグＦｔ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ）
の場合はＳＴ７５に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７４に移る。
ＳＴ７４において、ＳＴ７４のサブルーチンは図１４により後述する。ＳＴ７４の次に前
記ＳＴ７１に戻る。
【００６０】
ステップＳＴ７５において、空回転時判別フラグＦｒ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ
）の場合はＳＴ７７に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７６に移る。
ＳＴ７６において、ＳＴ７６のサブルーチンは図１５により後述する。ＳＴ７６の次に前
記ＳＴ７１に戻る。
ステップＳＴ７７において、ジョブ時判別フラグＦｊ＝「１」か否か判断する。ノー（Ｎ
）の場合はＳＴ７９に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７８に移る。
ＳＴ７８において、ＳＴ７８のサブルーチンは図１６により後述する。ＳＴ７８の次に前
記ＳＴ７１に戻る。
ステップＳＴ７９において、ヒータｈをオフにし前記ＳＴ７１に戻る。
【００６１】
図１３は省エネ時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制御処理のＳＴ
７２のサブルーチンのフローチャートである。
ＳＴ７２－１において、定着ロール検出温度Ｔが省エネ時制御温度Ｔｓに達したか否か判
断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ７２－３に移り、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７２－２に
移る。
ＳＴ７２－２において、ヒータｈをオフにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
ＳＴ７２－３において、ヒータｈをオンにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
【００６２】
図１４は待機時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制御処理のＳＴ７
４のサブルーチンのフローチャートである。
ＳＴ７４－１において、定着ロール検出温度Ｔが待機制御温度Ｔｔに達したか否か判断す
る。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ７４－３に移り、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７４－２に移る
。
ＳＴ７４－２において、ヒータｈをオフにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
ＳＴ７４－３において、ヒータｈをオンにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
【００６３】
図１５は空回転時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制御処理のＳＴ
７６のサブルーチンのフローチャートである。
ＳＴ７６－１において、紙種類判別フラグＦｋ＝「００」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７６－３に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７６－２に移る。
ＳＴ７６－２において、空回転時制御温度ＴＲを普通紙の空回転時制御温度ＴＲａ＝２１
０℃に設定する。次に、ＳＴ７６－８に移る。
ＳＴ７６－３において、紙種類判別フラグＦｋ＝「０１」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７６－５に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７６－４に移る。
ＳＴ７６－４において、空回転時制御温度ＴＲをボンド紙の空回転時制御温度ＴＲｂ＝２
３０℃に設定する。次に、ＳＴ７６－８に移る。
ＳＴ７６－５において、紙種類判別フラグＦｋ＝「１０」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７６－７に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７６－６に移る。
【００６４】
ＳＴ７６－６において、空回転時制御温度ＴＲを厚紙１の空回転時制御温度ＴＲｃ＝２２
０℃に設定する。次に、ＳＴ７６－８に移る。
ＳＴ７６－７において、空回転時制御温度ＴＲを厚紙２の空回転時制御温度ＴＲｃ＝２２
０℃に設定する。
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ＳＴ７６－８において、定着ロール検出温度Ｔが前記空回転時制御温度ＴＲに達したか否
か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ７６－９に移り、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７６－
１０に移る。
ＳＴ７６－９において、ヒータｈをオンにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
ＳＴ７６－１０において、全ヒータｈをオフにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
【００６５】
図１６はジョブ時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制御処理のＳＴ
７８のサブルーチンのフローチャートである。
ＳＴ７８－１において、紙種類判別フラグＦｋ＝「００」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７８－３に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７８－２に移る。
ＳＴ７８－２において、ジョブ時制御温度ＴＪを普通紙のジョブ時制御温度ＴＪａ＝２１
０℃に設定する。次に、ＳＴ７８－８に移る。
ＳＴ７８－３において、紙種類判別フラグＦｋ＝「０１」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７８－５に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７８－４に移る。
ＳＴ７８－４において、ジョブ時制御温度ＴＪをボンド紙のジョブ時制御温度ＴＪｂ＝２
３０℃に設定する。次に、ＳＴ７８－８に移る。
ＳＴ７８－５において、紙種類判別フラグＦｋ＝「１０」か否か判断する。ノー（Ｎ）の
場合はＳＴ７８－７に移る。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７８－６に移る。
【００６６】
ＳＴ７８－６において、ジョブ時制御温度ＴＪを厚紙１のジョブ時制御温度ＴＪｃ＝２２
０℃に設定する。次に、ＳＴ７８－８に移る。
ＳＴ７８－７において、ジョブ時制御温度ＴＪを厚紙２のジョブ時制御温度ＴＪｄ＝２２
０℃に設定する。
ＳＴ７８－８において、定着ロール検出温度Ｔが前記ジョブ時制御温度ＴＪに達したか否
か判断する。ノー（Ｎ）の場合はＳＴ７８－９に移り、イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７８－
１０に移る。
ＳＴ７８－９において、ヒータｈをオンにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
ＳＴ７８－１０において、全ヒータｈをオフにする。次に、前記ＳＴ７１に戻る。
【００６７】
（タイムチャートの説明）
図１７は電源オンになってから定着領域Ｑ５の温度が待機温度Ｔｔに上昇した状態でコピ
ースタートキーが押されコピースタート信号が入力されたときの普通紙を使用する場合の
定着領域の温度制御のタイムチャートの一例を示す図である。
図１７において、画像形成装置Ｕの電源スイッチＳＷがオンになると、ヒータｈ（図２～
図４参照）がオンになって定着領域温度が上昇する。定着領域温度センサＳＮ１の検出温
度が待機温度Ｔｔ（＝１８０℃）以上になるとヒータｈはオフとされる。このとき、コピ
ースタートキーＵＩ２（図４参照）がオンになるまでは、定着領域温度センサＳＮ１の検
出温度が前記待機温度Ｔｔに保持されるように前記ヒータｈはオンオフ制御される。前記
コピースタートキーＵＩ２がオンにされた場合、前記加熱ロールＦｈの非通紙領域は、ジ
ョブ開始までの温度上昇制御期間でジョブ時制御温度ＴＪａ（＝２１０℃）まで上昇する
。前記加熱ロールＦｈ（図２～図４参照）の非通紙領域がジョブ時制御温度ＴＪａ（＝２
１０℃）まで上昇した場合、すなわち、定着領域温度センサＳＮ１の検出温度がジョブ時
制御温度ＴＪａ（＝２１０℃）まで上昇した場合、ジョブが開始され、前記ヒータｈはジ
ョブ終了時まで前記非通紙領域がジョブ時制御温度ＴＪａに保持されるようにオンオフ制
御される。
【００６８】
ジョブが終了した場合、経時タイマＴＭが作動し、ヒータｈがオフとされる。前記ヒータ
ｈは、経時タイマＴＭが作動してから１５分経過するまでの期間、前記非通紙領域が待機
時制御温度Ｔｔ（＝１８０℃）に保持されるようにオンオフ制御される。前記経時タイマ
ＴＭが作動してから１５分経過した場合、前記ヒータｈはオフとされて、前記非通紙領域
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は省エネ時制御温度Ｔｓ（＝８０℃）まで低下する。前記非通紙領域が省エネ時制御温度
Ｔｓ（＝８０℃）まで低下した場合、前記ヒータｈは、コピースタート信号が入力される
か電源スイッチＳＷがオフとされるまで前記非通紙領域が省エネ時制御温度Ｔｓ（＝８０
℃）に保持されるようにオンオフ制御される。
【００６９】
図１８は省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力されたときの
普通紙を使用する場合の定着領域の温度制御のタイムチャートの一例を示す図である。
なお、この図１８に示すタイムチャートの説明において、前記図１７に示すタイムチャー
トの定着領域の温度制御に対応する定着領域の温度制御には同一の符号を付して、その詳
細な説明を省略する。
この図１８に示すタイムチャートは、下記の点で前記図１７に示すタイムチャートと相違
しているが、他の点では前記図１７に示すタイムチャートと同様に制御されている。
【００７０】
図１８において、省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力され
たとき、ジョブ開始までの省エネ時からのジョブ開始時温度制御期間では次の制御が行わ
れる。
ジョブ開始までの省エネ時からのジョブ開始時温度制御期間の温度上昇制御期間では、ヒ
ータｈはオンとされ、前記非通紙領域がジョブ時制御温度ＴＪａ（＝２１０℃）まで上昇
する。
前記定着領域温度センサＳＮ１が検出する非通紙領域の温度がジョブ時制御温度ＴＪａ（
＝２１０℃）まで上昇させながら、省エネ時からのジョブ開始時温度制御期間の空回転期
間では、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を空回転期間ＲＫａ（＝１０ｓｅｃ、図６の表１Ａ参
照）だけ空回転させる。前記定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）が空回転期間ＲＫａ（＝１０ｓｅ
ｃ）だけ空回転終了した場合、ジョブが開始される。ヒータｈは、前記空回転期間からジ
ョブ終了時まで前記非通紙領域がジョブ時制御温度ＴＪａ（＝２１０℃）に保持されるよ
うにオンオフ制御される。
【００７１】
図１９は省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力されたときの
厚紙２を使用する場合の定着領域の温度制御のタイムチャートの一例を示す図である。
なお、この図１９に示すタイムチャートの説明において、前記図１７に示すタイムチャー
トの定着領域の温度制御に対応する定着領域の温度制御には同一の符号を付して、その詳
細な説明を省略する。
この図１９に示すタイムチャートは、下記の点で前記図１７に示すタイムチャートと相違
しているが、他の点では前記図１７に示すタイムチャートと同様に制御されている。
【００７２】
図１９において、省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力され
たとき、ジョブ開始までの省エネ時からのジョブ開始時温度制御期間では次の制御が行わ
れる。
省エネ時にジョブ開始信号が入力された場合（コピースタートキーが押された場合）のジ
ョブ開始時温度制御期間の温度上昇制御期間では、ヒータｈはオンとされ、実線で示す非
通紙領域および二点鎖線で示す通紙領域の温度が厚紙２のジョブ時制御温度ＴＪｄ（＝２
２０℃）まで上昇する。前記定着領域温度センサＳＮ１の検出温度が省エネ時からのジョ
ブ開始時空回転開始温度ＴＫｄ（＝２００℃）までした場合、省エネ時からのジョブ開始
時温度制御期間の空回転期間では、定着ロール（Ｆｈ＋Ｆｐ）を空回転期間ＲＫｄ（＝４
０ｓｅｃ）だけ空回転させる。空回転中、空回転制御温度ＴＲｄ＝２２０℃を制御目標温
度にしてヒータｈをオン、オフする。前記空回転期間ＲＫｄ（＝４０ｓｅｃ）の空回転終
了後、ジョブが開始される。このとき、実線で示す前記非通紙領域の温度（定着領域温度
センサＳＮ１の検出温度）はジョブ終了時までジョブ時制御温度ＴＪｄ（＝２２０℃）に
保持されるように前記ヒータｈはオンオフ制御される。
【００７３】
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前記ジョブが開始されると図１９の二点鎖線で示す通紙領域の温度は、記録シートＳであ
る厚紙２が通過することにより前記通紙領域の温度が低下する。このため、連続記録画像
数設定値Ｎｄ（＝１０枚）毎にジョブを中断して、ジョブ中断空回転期間設定値ＲＴｄ（
＝２０ｓｅｃ）だけ定着用回転部材Ｆｈ＋Ｆｐを空回転させる。前記ジョブ中断空回転期
間設定値ＲＴｄ（＝２０ｓｅｃ）だけ空回転を実行することにより、前記通紙領域の温度
がジョブ時制御温度ＴＪｄ（＝２２０℃）まで上昇する。また、ジョブ中断空回転が終了
後、残りのジョブを開始する。
【００７４】
（実施例の効果）
前記実施例では、１分間に画像記録可能な画像記録枚数はＢｏｎｄ紙と普通紙とで同じに
設定しているので、１分間で済むような画像記録数のジョブでは（通常使用する範囲での
ランレングスでは）、Ｂｏｎｄ紙も、普通紙と同様に画像記録を行うことができるので、
生産性が低下する問題を回避することができる。
また、定着部空回転時には、像担持体（感光体ドラムおよび中間転写ベルト）が回転しな
いので、像担持体が回転することにより、感材表面が磨耗しライフを著しく低下させてし
まうことを回避することができる。
また、像担持体駆動用モータと用紙搬送、定着系駆動用モータとを分離し、１枚ごとに像
担持体駆動用モータドラムを停止させる方法を使用した場合のように、像担持体を停止さ
せる為のサイクルダウンとサイクルアップのプロセスを確保する必要が無いので、ＰＰＭ
（１分あたりのプリント枚数）の著しい低下を回避することができる。
【００７５】
（変更例）
以上、本発明の実施の形態を詳述したが、本発明は、前記実施の形態に限定されるもので
はなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内で、種々の変更を行うことが
可能である。本発明の変更実施の形態を下記に例示する。
（Ｈ01）図６の表１に示すジョブ時制御温度（ＴＪ）は、その上限値と下限値とを設定し
、上限値と下限値との間の温度となるように制御することが可能である。また、前記表１
の空回転時制御温度（ＴＲ）も、前記ジョブ時制御温度（ＴＪ）と同様に、その上限値と
下限値とを設定することが可能である。
（Ｈ02）図６の表１に示すジョブ時制御温度（ＴＪｃ，ＴＪｄ）、空回転時制御温度（Ｔ
Ｒｃ，ＴＲｄ）等はさらに高い温度に設定することも可能である。
（Ｈ03）本発明は複写機以外の画像形成装置、例えばプリンタ、ＦＡＸ等にも適用するこ
とが可能である。プリンタに適用した場合には、複写機のコピースタートキーＵＩ2の入
力信号の代わりに、プリントスタートコマンドがオンになったか否かによりジョブ開始信
号の入力が有ったか否かを判断する。
（Ｈ04）温度センサは、複数配置することが可能である。
【００７６】
【発明の効果】
前述の本発明の画像形成装置は、下記の効果（Ｅ01）～（Ｅ05）を奏することができる。
（Ｅ01）記録シートに転写されたトナー像を加熱定着する定着装置を備えた画像形成装置
において、空回転を行うことにより多数枚の連続画像記録時の定着領域の通紙領域（記録
シートの通過領域）の温度低下を防止することができる。
（Ｅ02）前記通紙領域の温度低下に基づく定着不良の発生を防止することができる。
（Ｅ03）定着温度を過度に上昇させず定着不良を無くすることができるので、機械本体内
の温度上昇による現像剤のブロッキング、安全上の問題を回避することができる。
（Ｅ04）定着領域の圧力を高くすることなく定着不良を無くすることができるので、定着
領域の圧力上昇による、画像ディフェクト、紙しわの発生等を回避することができる。ま
た、定着領域の圧力上昇が無いため、加熱ロールの肉厚を分厚くする必要もない。このた
め、薄肉対応できるので、ウォームアップタイムを短縮することができる。
（Ｅ05）通常使用する範囲（１～３０枚程度）での生産性を下げることなく、ボンド紙の
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定着不良の発生を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は本発明の実施例１の定着装置を有するカラー画像形成装置の説明図であ
る。
【図２】　図２は前記図１に示す定着装置の拡大図である。
【図３】　図３は前記図２のIII－III線断面図である。
【図４】　図４は本発明の定着装置の本実施例の制御部分が備えている各機能をブロック
図（機能ブロック図）で示した図である。
【図５】　図５は前記図４の制御部分が備えている各機能をブロック図（機能ブロック図
）の前記図４の続きのブロック図である。
【図６】　図６は定着装置制御パラメータ記憶手段に記憶されたデータを示す表で、表１
Ａは用紙の種類毎に設定されたパラメータの値で、表１Ｂは全用紙に共通に設定されたパ
ラメータの値である。
【図７】　図７は空回転制御処理のフローチャートである。
【図８】　図８は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ９のサブルーチンのフロ
ーチャートである。
【図９】　図９は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１１のサブルーチンのフ
ローチャートである。
【図１０】　図１０は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１３のサブルーチン
のフローチャートである。
【図１１】　図１１は空回転制御処理のフローチャートで、前記ＳＴ１４のサブルーチン
のフローチャートである。
【図１２】　図１２は定着用ヒータ制御処理のフローチャートである。
【図１３】　図１３は省エネ時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制
御処理のＳＴ７２のサブルーチンのフローチャートである。
【図１４】　図１４は待機時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制御
処理のＳＴ７４のサブルーチンのフローチャートである。
【図１５】　図１５は空回転時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制
御処理のＳＴ７６のサブルーチンのフローチャートである。
【図１６】　図１６はジョブ時ヒータ制御処理のフローチャートで、前記定着用ヒータ制
御処理のＳＴ７８のサブルーチンのフローチャートである。
【図１７】　図１７は電源オンになってから定着領域Ｑ５の温度が待機温度Ｔｔに上昇し
たときにコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力されたときの普通紙を使
用する場合の定着領域の温度制御のタイムチャートを示す図である。
【図１８】　図１８は省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力
されたときの普通紙を使用する場合の定着領域の温度制御のタイムチャートを示す図であ
る。
【図１９】　図１９は省エネ時にコピースタートキーが押されコピースタート信号が入力
されたときの厚紙２を使用する場合の定着領域の温度制御のタイムチャートを示す図であ
る。
【符号の説明】
Ｃ４Ａ…ジョブ時制御温度記憶手段、Ｃ４Ｃ…省エネ時からのジョブ開始時空回転期間設
定値記憶手段、Ｃ４Ｄ…待機時からのジョブ開始時空回転期間設定値記憶手段、Ｃ４Ｅ…
連続記録画像数設定値記憶手段、Ｃ４Ｆ…ジョブ中断空回転期間設定値記憶手段、Ｃ４Ｇ
…待機時制御温度記憶手段、Ｃ４Ｈ…省エネ時制御温度記憶手段、Ｃ６…ヒータ制御手段
、Ｃ７…ジョブ中断空回転実行手段、Ｃ９…待機時からのジョブ開始時空回転実行手段、
Ｄ２…ヒータ駆動回路、Ｆ…定着装置、Ｆｈ…加熱回転部材、Ｆｈ＋Ｆｐ…定着用回転部
材、Ｆｐ…加圧回転部材、ｈ…ヒータ、Ｎ…連続記録画像数、Ｎａ…一分間に連続して画
像記録可能な普通紙の画像数、Ｎｂ…ボンド紙に対応して設定された連続記録画像数、Ｎ
ｃ…厚紙１に対応して設定された連続記録画像数、Ｎｄ…厚紙２に対応して設定された連
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続記録画像数、ＰＰＭ…一分あたりの画像記録数、ＰＲ…像担持体、Ｑ５…定着領域、Ｒ
Ｋ…待機時からのジョブ開始時空回転、Ｓ…記録シート、ＳＨ…シート搬送装置、ＳＮ１
…定着領域温度センサ、ＴＪ…ジョブ時制御温度、Ｔｓ…省エネ時制御温度、Ｔｔ…待機
時制御温度、Ｕ…画像形成装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】



(26) JP 4599747 B2 2010.12.15

【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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